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辰巳　芳子（たつみ　よしこ）
1924 年生まれ。聖心女子大学卒。料理研究家だった母、浜子
の傍らで日本の家庭料理の手ほどきを受けながら、欧風料理
もシェフ数人について学ぶ。雑誌やテレビなどで料理を発表
するのみならず、日本の食文化についてのエッセイを多数執
筆している。

表紙エッセイストプロフィール

　『日本語教育通信』第 45 号に同封して実施いたしました

アンケートに対し、たくさんの方々からご回答をいただき

ました。どうもありがとうございました。海外へ約 15,000

部、国内へ約1,500部配布された内、全体で858件の回答（在

住国別では海外が 755 件 / 国内が 95 件 / 無回答 8件、国

籍別では海外 438 件 / 日本 416 件 / 無回答 4件でした）を

いただきました。コメント欄では、貴重なご意見も多くい

ただき、今後の通信のあり方を考える上で重要な資料にな

ると思われます。今後の配布方法については現在まだ協議

中ですが、決まりましたら再びご報告する所存です。お忙

しい中、時間を割いて回答を送ってくださった方々に心か

ら感謝いたしますとともに、日本語教育に関する情報提供

業務のより良い形を模索しながら、さらに充実した紙面を

目指して努力していきたいと思っています。これからも、

よろしくご指導及びご支援くださいますようお願い申し上

げます。

『日本語教育通信』編集担当

アンケート回答御礼




